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平成２６年度 第１回宇都宮市生涯学習センター運営審議会 会議録 

 

１ 開催日時 平成２６年６月２５日（水） １０時００分～１２時１０分 

 

２ 開催場所 宇都宮市教育センター１階 コミュニティホール 

 

３ 出席委員 １７名 

増渕委員長，大矢副委員長，竹内委員，伊藤委員，橋本委員，中山委員，吉田委員， 

池田委員，松田委員，坂本委員，赤坂委員，長谷川委員，森野委員，久保井委員， 

齋藤委員，岸委員，宇賀神委員 

 

４ 会議の公開・非公開の別 公開 

 

５ 傍聴者  ０名 

 

６ 議 事 

（１） 平成２６年度生涯学習センター運営審議会の審議内容について 

（２） 宇都宮市民大学運営協議会への委員推薦について 

（３） 平成２７年宇都宮市成人式の日程等について 

（４） 平成２５年度生涯学習センター事業運営の評価について 

 

７ 発言の要旨 

増渕委員長 

 

 

 

事務局 

 

増渕委員長 

 

 

 

 

 

 

岸委員 

 

 

 

 

それでは，議事に入りたいと思います。 

議事の１番目，「平成２６年度生涯学習センター運営審議会の審議内容に

ついて」，事務局より説明をお願いします。 

 

【資料について説明】 

 

はい，ありがとうございました。只今，議事の１番目「平成２６年度生

涯学習センター運営審議会の審議内容について」事務局からの説明をいた

だきました。今年度の審議内容と併せまして，社会的課題に即応した学習

提供につきましてもご意見をいただければと思います。よろしくお願いい

たします。 

はい，岸委員お願いします。 

 

１つ目は，資料１の裏面の「日本における社会情勢の変化」の中に，「雇

用環境の変容」とありますが，「非正規採用」「派遣社員」というキーワー

ドも付け加えるべきだと思いました。 

先日の新聞に２０１３年度の国民年金の保険料の記事が載っており，国

民年金の納付率が２０１３年度で６０％台ということです。近年は無職者
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増渕委員長 

 

 

 

事務局 

 

 

 

増渕委員長 

 

 

岸委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

や非正規労働の加入者が増え，経済的な理由から払えない人が多いと出て

います。 

６０％台に復活したといっても，所得が低く，納付の全額免除や猶予を

受けている人が加入者全体の３分の１の６００万人いるということです。

それを除外しますと，実質的な納付率が４０％台となります。本県の納付

率は５８．５％で，全国での順位が４０位だということです。 

このようなことを考えますと，「非正規採用」や，「派遣社員」というこ

とも付け加えた方が良いのではないかと思いました。 

もう１つは，同じく資料１の裏面の「宇都宮市における社会情勢の変化」

の中に，「全市民が安全で快適に暮らすことができる環境にやさしい都市づ

くり」とあります。「特殊詐欺」や「振り込み詐欺」について，新聞の記事

によると，今年の１月から３月までの短期間で，栃木県の被害額が４億８

千万円と全国でワースト７番ということです。その記事には，宇都宮市の

６０代の女性が１億５千万円をだまし取られ，過去最多の被害額と出てお

ります。 

被害にあった方のその時のショックと，これからの人生がどのようにな

るのかを考えると他人事ではなく，詐欺の被害者をできるだけ少なくする

ということに関係機関が支援をすべきと思いますので，「特殊詐欺」「振り

込み詐欺」についても追加していただければと思いました。 

 

ありがとうございました。只今，岸委員からのご意見がございましたが，

「社会教育委員の会議」へこちらからの提案や意見というのは出せるのか

どうかお尋ねします。 

 

はい，「社会教育委員の会議」につきましては，何回か協議を重ねていく

予定ですので，本日いただきましたご意見は，「社会教育委員の会議」にお

伝えし，反映するような形で進めてまいります。 

 

はい，それでは岸委員。付け加えたいことがあるとのことですので，お

願いします。 

 

５月の下旪から６月１１日にかけて，私の所に特殊詐欺の電話が６件あ

りました。警察に連絡をしたら，「１３６」に電話したらどうですかと言わ

れました。 

「１３６」に電話をしますと，ＮＴＴ回線の方は，直前にかかってきた

電話番号がわかるということです。かけてみた所，残りの５件のうち１件

については電話番号がわかりましたが，４件は非通知ということで，電話

番号がわかりませんでした。警察の方から，非通知の電話がつながらない

ように設定をしたらどうですかという話がありました。 

非通知の電話は振り込み詐欺や，特殊詐欺の電話である可能性が高いの
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増渕委員長 

 

 

齋藤委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

で，非通知の電話については注意するように，広報紙や自治会の回覧に案

内を載せるなどの方法を検討した方が良いと思います。 

 

岸委員から２点ありましたが，「雇用環境の変容」に関しましては，色々

な社会的事情もありますが，「非正規採用の問題」あるいは，「派遣社員の

問題」ということも個々に検討をしていただきたいということと，「安全で

快適に暮らすことができる環境にやさしい都市づくり」としては，詐欺に

対する対応の仕方など，誰にでもわかるような方法があれば，それも市民

に周知徹底しても良いのではないか，何らかの広報活動をご配慮願いたい

というお話でした。 

続いて，坂本委員お願いします。 

 

私がお願いをしたいのは，児童の教育についてです。 

私の地域では，家庭内暴力や不登校の生徒がいます。学校の中で，家庭

内の状況を何らかの方法で知り得ることが出来ないだろうかと思っていま

す。子ども達に色々聞き出すのは難しいとは思いますが，何らかの形で子

ども達の家庭，親，あるいは兄弟の状況についてどのような状態にあるの

かを聞き出す方法を十分検討し，状況を把握していただければ良いと考え

ています。 

 

はい，ありがとうございました。学校関係者である齋藤委員いかがでし

ょうか。 

 

私は小学校になりますが，まず１つ目に，家庭内のことをいかに知るか

ということですが，個人情報保護法が制定されてから，学校も家庭のこと

についてはあまり細かなことは聞けなくなってしまいました。 

緊急連絡先の登録も，固定電話ではなく携帯電話ということも多々あり

ます。そのため，子どもが怪我をしたとか，病気になったという時でも，

連絡がとれないケースが増えてきているようです。 

学年が下であるほど家庭の様子を話してくれるかと思いますが，高学年

になると，口をつぐんでしまうようになります。中学生になれば，ますま

す話したくないのではないかと思います。 

小学校においては教育相談週間，あるいは，教育週間・月間というもの

を設けて，子どもと１対１で話をし，気になることや困っていることなど

を聞き取る時間を設けており，何かある場合は，その先につなげていくこ

とができます。 

不登校の件に関しては，まさに，ケース・バイ・ケースです。 

お子さんが何に対してストレスを感じているのか，学校の友達とのトラ

ブルなど，きっかけは様々であり，個々に対応するのが現状ですが，学校

全体として，学校の中が安全・安心で，居心地の良いクラスを作るという
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増渕委員長 

 

 

 

 

 

 

 

久保井委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

増渕委員長 

 

 

吉田委員 

 

 

 

 

取り組みは始まっております。不登校の児童を出さないような学級経営，

学校経営が大切だと考えています。 

また，最近は，学習や人との関わりに困難を抱えているお子さんが増え

てきています。昔も，授業を受けることが難しい子が２～３人はいました

が，今は，どの学級にもかなりの割合でいるといわれており，特別な支援

を要するお子さんは各クラスに６％ぐらいはいるといわれています。適切

に対応すれば，その子も普通学級でやっていけますが，なかなか難しいお

子さんがいることも事実です。 

そのようなお子さんに対しては，保護者の方も困っており，小さい時か

ら育てにくさを感じているといわれています。社会教育の中で，そういう

お子さんの育て難さをサポートしてくれる取り組みがあると，お母さん方

も安心して育てられると思います。 

 

ありがとうございました。学校現場にいらっしゃる齋藤委員より，家庭

内と不登校の問題について，そして，現在学校が抱えている問題について

ご説明いただきました。 

子育て支援という問題について，今後，「社会教育委員の会議」に，生涯

学習センター運営審議会でも同じような問題を深刻に考えているというこ

とをお伝えいただければと思います。 

それでは，久保井委員お願いします。 

 

私は保育士をしていましたが，現場はとても大変です。保護者と直接関

わることで，家庭の中というものがよく見えてきます。 

障がいを持っているお子さんについては，どのように次の機関につなげ

ていくべきか問われます。今は，近所付き合いが疎遠であり，祖父母が近

くに住んでいない場合が多いため，保育園はアドバイスを求められます。 

保育園はお子さんを１人や２人見ているわけではなく，たくさんのお子

さんをお預かりしています。今は，待機児童ゼロに向けてたくさんのお子

さんを入園させます。もちろん待機児童ゼロは良いのですが，見る側とし

ては大変です。保育士の配置について検討していただきたいと思っており

ます。 

 

ありがとうございました。 

続いて，吉田委員お願いします。 

 

「雇用環境の変容」の中に，「非正規採用」「派遣社員」について追加し

ていただきたいという件について，「終身雇用」や「年功序列」という言葉

だけで説明するということは，少し不足していると思いますので，先程，

岸委員がおっしゃったとおり，追加するのが良いのではないかと考えてお

ります。 
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増渕委員長 

 

 

宇賀神委員 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

増渕委員長 

 

事務局 

 

 

 

増渕委員長 

 

 

 

また，子ども達の家庭内の情報についての話がありましたが，民生委員，

児童委員としての立場で申し上げますと，民生委員については，５０世帯

から７０世帯に１人という，少ない状況になっており，家庭内の情報を収

集することは難しいのが実態であります。 

このような中，最も情報収集ができるのは「近所」です。昔は向こう３

軒両隣といわれていましたが，ご近所からの情報が，学校あるいは地域の

児童相談所や教育委員会へ提供されるかというと，そうではありません。 

なぜかというと本当に虐待なのか，しつけなのか，あるいは単純な夫婦

喧嘩なのか，ご近所では判断できないことから，二の足を踏んでいるとい

うことが実態だと思います。 

行政では，虐待などを見かけた場合は通報をするよう，積極的に案内を

しており，我々も，生涯学習センター運営審議会委員の立場として，地域

に対してもっと積極的に働きかけをしていかなければならないと考えてお

ります。 

 

ありがとうございました。 

それでは，宇賀神委員お願いします。 

 

まず１つ目に，現在，人材かがやきセンターで実施している「宮の朝活」

の参加状況について教えていただければと思います。 

２つ目に，「生涯学習コーディネーター制度の見直し」について，どのよ

うな進捗状況であるのかお尋ねします。 

 

「宮の朝活」につきましては，就労世代である２０代から４０代を対象

とし，社会的課題や参加者が知りたい事柄について，５回にわたり講座を

開催しているところです。 

出席状況につきましては，定員４０名のところ，５５名の応募となりま

した。第４回目まで終了しましたが，概ね３０名から４０名程度の出席状

況であり，今週の金曜日が最終回となっております。 

 

前年度から開催しており，大変人気があるということでしたよね。 

 

毎回募集定員を超える応募があり，積極的に参加をいただいております。 

また，「生涯学習コーディネーター制度の見直し」につきましては，１０

月の当運営審議会において付議する予定となっております。 

 

たくさんのご意見をいただきましてありがとうございます。他の議事も

ございますので，次に進みたいと思いますが，よろしいでしょうか。 

「宇都宮市民大学運営協議会への委員推薦について」事務局より説明を

お願いします。 
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事務局 

 

増渕委員長 

 

 

吉田委員 

 

 

増渕委員長 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

全員 

 

増渕委員長 

 

 

 

 

 

事務局 

 

増渕委員長 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料について説明】 

 

この会議の委員の中から宇都宮市民大学運営協議会の委員を選ぶという

ことですので，何かご提案ありますでしょうか。 

 

事務局案があれば発表していただき，それについてご審議いただくのが

良いのではないかと思いますが，いかがでしょうか。 

 

はい，ありがとうございました。 

吉田委員のご提案でよろしいでしょうか。 

それでは，事務局案がございましたらお願いします。 

 

事務局案ですが，昨年度，当運営審議会から長谷川委員を推薦させてい

ただき，ご協力をいただいております。 

 引き続き，お力添えをいただければと考えております。よろしくお願い

します。 

 

異議なし（拍手） 

 

それでは，委員の皆様から拍手をもって承認していただきましたので，

異議なしということで，長谷川委員にお願いしたいと思います。どうぞよ

ろしくお願いします。 

続いて，議事の３番目ですが，「平成２７年宇都宮市成人式の日程等につ

いて」，事務局より説明をお願いします。 

 

【資料について説明】 

 

前年度の会議で，竹内委員と橋本委員より，明保野体育館での成人式開

催についてご意見をいただきました。今年度は明保野体育館がなくなって

いますが，事務局で苦労された点など，何かございますか。 

 

３月の当運営審議会ではご意見をいただき，ありがとうございました。 

３月の教育委員会において，日時と会場について決定させていただいた

ところでございます。新成人が混乱しないよう，ホームページなどで早め

に周知を行っております。 

式典の内容や，各実施委員会に対する交付金の金額などにつきましては，

これから内容を詰めていくところですが，皆様からご指摘やアドバイスを

いただき，早い時期に会場を決定し，周知することができましたので，今

回ご報告させていただきました。ありがとうございました。 
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事務局 
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何かご意見ありますでしょうか。 

はい，坂本委員お願いします。 

 

毎年成人式を行っていますが，費用に関することが全く開示されていな

いと思います。市の方ではどの程度の予算を確保し，どの程度支出してい

るのか，また，学校ごとに協賛金などをいただいている地区があるのかど

うか，ご説明いただければと思います。 

 

各成人式実施委員会への交付金ですが，只今算出中であり，７月の教育

委員会への付議を考えております。次回の会議においてご説明をさせてい

ただければと思います。 

 

参考までに，２６年の状況はわかりますか。 

 

２５中学校区に支出しました市の交付金が約１，９００万となります。

今年度の予算は２，０５０万程度を確保しています。また，地域の企業等

からの協賛金収入は，１５０万程度の状況です。 

 

会場が選定されたようですが，駐車場の問題を考慮して選定していると

思いますが，いかがでしょうか。 

 

街中のホテルについては駐車場が少ないため，来賓の方々の駐車場は確

保しておりますが，新成人の方については，送迎や公共交通機関等をご利

用していただくというスタンスでご案内をさせていただいております。 

 

私も成人式に関しては，２０数年間係わってまいりました。小学校ある

いは中学校の体育館で行ったという歴史を踏まえ，ホテルを利用するよう

になりました。 

小学校あるいは中学校の体育館の寒さの中で成人式を行うのは非常に環

境が悪く，成人者が会場に入らない，入ったと思っても座らない，座った

と思っても私語が多くて式典にならないなど，私は司会を通してそのよう

な経験をしてまいりました。その後，ホテルに会場が移り，かつての成人

式とは違う厳粛な雰囲気でスムーズに行われてきたという経過があり，大

変嬉しく思っております。 

市の担当者の方々のご苦労もわかりますので，会場を決めていただくこ

とはよろしいのですが，例えば，私ども陽南中学校区の会場については近

くにグランドホテルがあり，駐車場が完備され，式典の会場も広く，非常

に良い環境で実施できましたが，昨年から別の会場となりました。 

会場の交渉についてはどのように行っているのかお聞きしたいと思いま
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す。宇都宮市の成人者のお祝いの式典ですので，ホテル側も積極的に協力

をしていただけるものだという理解をしたいのですが，市の対応について，

ご説明いただければと思います。 

 

はい，会場決定に関してどのような方法や考え方をしていますかという

ことですので，事務局お願いします。 

 

ホテル側への予約については，金額についての具体的な交渉の前に，日

にちをお示しして，会場が使用できるかどうかお伺いし，予約しておりま

す。 

今後とも各ホテルにご協力いただけるよう進めてまいります。 

 

事務局も非常にご苦労されているということを聞いたことがありますの

で，我々にも何かサポートできることがあれば是非おっしゃっていただけ

ればと思います。 

他に何かご意見ありますでしょうか。 

はい，竹内委員お願いします。 

 

私は２年間，陽東地区の成人式に係わってまいりました。 

来年の成人式では，陽東中学校の卒業生と一緒に，宇都宮東高等学校附

属中学校の卒業生が初めて成人を迎えることになります。 

昨日，陽東地区のまちづくり協議会の全体会があり，その席で「今回は

宇都宮東高等学校附属中学校の卒業生も一緒ですよ。」ということをお伝え

しましたら，皆さんびっくりされていました。 

来年の成人式からは，陽東中学校の卒業生だけではないということを知

っていただけるような努力をしていかなければならないと思いましたの

で，発言をさせていただきました。 

 

はい，ありがとうございました。事務局で考慮したことは何かあります

でしょうか。 

 

色々な機会を通して，陽東中学校の関係者の方はもとより，地域の方に

対して，宇都宮東高等学校附属中学校と一緒に成人式を行うことについて

ご説明していきたいと思います。 

 

成人式は委員の皆様にもご出席をいただきますので，ご協力のほどよろ

しくお願いします。 

それでは，議事の４番目に移ります。「平成２５年度生涯学習センター事

業運営の評価について」，事務局より説明をお願いします。 
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事務局 

 

各生涯学習セ

ンター所長 

 

増渕委員長 

 

 

 

 

伊藤委員 

 

 

 

事務局 

 

伊藤委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料について説明】 

 

【平成２５年度の事業実施報告と課題への対応策について説明】 

 

 

本日ご出席の各生涯学習センター所長より，平成２５年度の事業実施報

告と課題への対応策についてご説明いただきました。 

委員の皆様からご意見などがございましたらお願いします。 

はい，伊藤委員お願いします。 

 

まず確認ですが，この講座の回数の中に，地域コミュニティーセンター

や人材かがやきセンターなどの講座は含まれていないと解釈してよろしい

でしょうか。 

 

はい。 

 

次に，提案が２点あります。 

まず１つ目は「区分」についてですが，「青少年対象事業」と「子育て世

代対象事業」の２つが，今後，生涯学習センターとして取り組むべき事業

課題であると考えており，その事業の定義が明確になっていないように感

じます。 

例えば，「青少年対象事業」という文字だけを見ますと若者向けという解

釈をしますが，内容を見ますと小学生以上が対象になっており，小学生の

保護者も参加人数に含まれているという状況になっています。 

それから，「子育て世代対象事業」については，子育て中の親を対象とし

た講座だと思います。 

例えば，９ページ３番目の「子ども映画鑑賞講座」については，「子育て」

という分類になっていますが，この講座は「青少年対象事業」に含まれる

べきものではないかと考えます。 

このように，各生涯学習センターが「子育て世代対象事業」なのか，あ

るいは「青少年対象事業」なのか，その区分がはっきりしていないところ

があるのではないかと考えますので，ご検討いただけないでしょうか。 

また，２番目の提案事項についてですが，「子育て世代対象事業」の延べ

参加者数が９，４０１人と多く，このことは大変良いことだと私は感じて

います。ところが，ここには３歳未満の乳幼児も含まれています。 

このような子どもの数まで含めてしまうと，統計の数字で判断する時に

誤解が生じると思いますので，もし乳幼児の数を含めたいと考えるならば，

親が何人で，子どもは何人というように分けて集計をした方が参考になる

と思います。 

もう１つ，講座１回あたりの参加者数なども入れますと，今後どのよう
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増渕委員長 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

中央生涯学習

センター所長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伊藤委員 

な対策をしていけば良いかという議論に発展していくと思います。 

最後に質問ですが，２ページ目の中央生涯学習センターの「子育て世代

対象事業」の延べ参加者数についてですが，平成２４年度の７８６人に対

し，平成２５年度は１，５４４人と倍増していることになります。もちろ

ん実施回数と講座数は若干違いますが，これだけ人数が倍増したというこ

とは大変喜ばしいことであると思います。このような結果になったのは，

何らかの工夫があったのではないかと思いますので，その工夫をお聞かせ

願いたいと思いますのでよろしくお願いします。 

 

はい，ありがとうございます。「青少年対象事業」あるいは「子育て世代

対象事業」，「成人対象事業」に関しましてもそうだと思いますが，どのよ

うな定義付けをするかが曖昧になっている印象を受けることを含め，今後

は，参加者の内訳を把握しておく必要があるというご提案がございました。

事務局いかがでしょうか。 

 

各講座の人数については，詳細な内訳を各生涯学習センターから報告を

いただいていますが，数字をまとめている部分がありますので，次回から

は，ご指摘を踏まえまして，お示しいたします。 

また，区分についてですが，「青少年」の定義は概ね３５歳までを対象と

した講座という考えでございます。 

一方，「子育て世代」につきましては，教育行政における社会教育と家庭

教育支援という大きな柱のうち，家庭教育支援という部分に関する講座で

あれば，年齢にかかわらず「子育て世代」という分類をしております。 

 

中央生涯学習センターでは，「子育て世代対象事業」として，「子育て広

場」と「親と子のワクワク体験講座」という２つの講座を実施しています。 

「子育て広場」については，「親子でフィットネス」，「サマーコンサート」，

「リトミック」など，親と子のふれあいや，お母さん同士の仲間づくりや，

情報交換などを目的とした講座であります。 

申し込み方法について，事前申し込みではなく当日参加という方法で実

施し，おかげさまで大変好評であり，毎回１００名近くの参加者がありま

した。 

平成２５年度については，講座の内容的な部分がお母様方に好評であっ

た結果であると考えています。 

また，事前申し込みの場合は，定員を超えた場合はお断りをする状況が

発生する一方，今回のように当日参加の場合は，友人に誘われて気軽に参

加したお母様方がいるなど，その方々がリピーターとなり，参加者が増え

たのではないかと考えています。 

 

１つの集客方法として良いアイディアだと思います。他の生涯学習セン
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増渕委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

ターでも事前申し込みという方法ではなく，当日申し込みという方法で講

座を企画するのも良いのではないかと思います。 

このようなアイディアでこれからの子育て事業を活発にしていければと

感じています。 

 

ありがとうございました。主催者側は，どの程度の参加者が集まるかわ

からないという問題もあるでしょうし，難しい側面も持っていると思いま

す。今後改善していくべき，あるいは対応していくべき課題として考えて

いるようですので，各生涯学習センターにおいて工夫をし，運営していた

だければと思います。 

大変貴重なご意見をありがとうございました。他に何かご意見あります

でしょうか。はい，宇賀神委員お願いします。 

 

私は，生涯学習センターでコーディネーターとして活動をし，色々な団

体との共催事業を行っています。 

雀宮生涯学習センターでも，地元の工業高校や自衛隊などと連携し，事

業を展開しています。各地域には色々な団体がありますので，各団体と共

催し，最終的には，生涯学習センターがそれをどうコーディネートするか

ということが一番の課題であると私は思います。今後，地域を発展させて

いくために必要であると，私はコーディネーターというボランティア活動

を通して強く感じています。 

また，もう１つ話をさせていただきますが，これは城山生涯学習センタ

ーにお願いをしたいのですが，昨日，台湾の方を大谷資料館へ案内してき

ました。城山生涯学習センターでも，これまでに「地域学講座」は開催し

ていると思いますが，国際化を推進していく上での１つの例として，多気

山のハイキングなど，地元住民の方にわかりやすいテーマを与えていって

ほしいと思います。 

地域の人は，資料館に来た外国人の方に，地元の情報をお伝えできるこ

とが必要だと思います。これは何も城山に限ったことではありませんが，

その他の地域におきましても同様であると思います。 

 

はい，ありがとうございます。地域との連携を重視していくと，成果も

出てくるであろうということです。 

今後，各生涯学習センターでは，地域の方々のご協力のあり方というも

のを考える必要があると思います。 

それでは，議事の４番目「平成２５年度生涯学習センター事業運営の評

価について」は終了したいと思います。 

以上をもちまして，本日の議事は全て終了しました。皆様には，この会

議の進行にいつもご協力いただいていますことを感謝申し上げたいと思い

ます。それでは，事務局の方へお返しします。 
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ご審議大変ありがとうございました。 

それでは，次第の５番目の「その他」ですが，事務局より連絡事項がご

ざいます。 

 

【机上配付のパンフレット，次回の会議日程について説明】 

 

本日は増渕委員長を始め，委員の皆様，長時間のご審議誠にありがとう

ございました。 

以上をもちまして，平成２６年度第１回宇都宮市生涯学習センター運営

審議会を閉会いたします。 

 

 


